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一方、セリウム北合物ではフェルミ準位 ξFIこ大きな状皇室密麦N( e F）を持つ4f電子によっ
て伝導電子が散乱されるため、比較的大きな熱電能が生じる。このとき熱電能の拡散項は、モット
式の変形により次式で表現される。
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広島大学総合科学部紀要N理系編、第21巻（1995)
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よって 4f状態と伝導電子との混成が弱められるために、 CeRh 1-xP<lxSbが価数揺動領域から近藤
領域へと変化することを示唆する。
ギャップ形成に起因する電気抵抗率の低温での急激な増加は、 x=0.1で消失する。またギャッ



















合には、結晶場効果のみによる熱電能の異常が顕在化する。 TNとTKがともに 1Kから 2K程度
で競合している Ce化合物の熱電能は、これまであまり研究の対象とされてこなかった領域であり、



































4 .六方晶系の結品構造を持ち、反強磁性転移を示す三種類のウラン化合物 UNi点、 UCu3+xGa2-x,
UPt2Inについて熱電能の棋定を行った。これらのウラン化合物の電気抵抗は全く異なる逼度変化
をするにも関わらず、熱電能は室温付近で同様に大きな極大を示す。この様な熱電能の振る舞いは、
遍歴的な 5f電子を持つウラン化合物の特徴であるむまた低温で反強様性転移するものでも、熱電
能は反強磁性セリウム化合物のような負の極小は示さない。
